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（はじめに）当社とイオンストア九州㈱の関係について
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イオン九州㈱
（東証JASDAQ上場）

イオン㈱

イオンストア九州㈱
（非上場）

総合小売事業：50店舗
ホームセンター事業：34店舗
その他事業：27店舗

総合小売事業
18店舗

※店舗数は2019年度期首時点

出資比率100％出資比率62％

業務委託契約
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要約損益計算書（累計） 単位：百万円

2020年２月期

実績 前年比
（差）

公表値
※2019.04.10発表

公表比
（差）

営業収益 222,461 99.2％ 220,000 101.1％

営業利益 625 (+574) 300 (+325)

経常利益 836 (+577) 350 (+486)

当期純利益 296 (+131) 200 (+96)

2020年2月期（第48期）経営成績①

営業収益、営業利益、経常利益、当期純利益ともに公表達成
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構成比 前期比
既存店前年比

通期 上期 下期

衣料品 21.0 96.3 98.1 99.9 96.3

食料品 52.1 99.6 100.1 99.5 100.7

住居余暇商品 16.5 100.8 102.0 101.0 103.0

総合小売事業計 89.6 99.0 99.9 99.9 100.0
HC事業計 8.5 97.3 100.5 98.9 102.3
その他事業計 1.9 108.8 100.1 98.3 102.1
合 計 100.0 99.2 100.0 99.8 100.2
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2020年2月期（第４８期）経営成績②

セグメント別売上の状況

通期の既存店売上前年比は、100.0％を確保

単位：％



当期 2020年2月期末
実績 構成比 前期末差

流動資産 29,818 30.1 +1,085
固定資産 69,093 69.9 △5,100

資産合計 98,911 100.0 △4,015
流動負債 58,052 58.7 △116
固定負債 26,710 27.0 △4,001

負債合計 84,763 85.7 △4,117
純資産合計 14,147 14.3 +101

負債・純資産合計 98,911 100.0 △4,015
有利子負債 30,316 30.7 △9,289
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有利子負債は、前期末から大きく削減

2020年2月期（第48期）経営成績③

比較貸借対照表 単位：百万円、％
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既存店の売上前年比の推移

増税前 増税後

前回：2014年４月
5％→8％へ

今回：2019年10月
8％→10％へ

増税

2020年2月期の取り組み① 消費税増税対応

秋冬商材の前倒し展開
高単価商品の拡販

（今回： ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月）



大型活性化店舗は好調に推移、計画達成！

2020年2月期の取り組み② 大型活性化

イオンモール
福岡伊都

3月20日オープン

イオンショッパーズ
福岡店

4月25日オープン



カジュアル衣料と肌着を中心とした新たな衣料品売場

南宮崎店
159坪

SP福岡店
266坪

乙金店
77坪

岡垣店
77坪
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2020年2月期の取り組み③ 新たな売場
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「イオン九州 本気の値下げ」の継続

【食料品 既存店前年同期比】（単位：％）

第4弾
（3月）

第5弾
（6月）

第6弾
（10月）

第7弾
（12月）

売上高 141％ 153％ 144％ 131％
点 数 147％ 173％ 158％ 142％
荒利額 104％ 130％ 114％ 115％

2020年2月期の取り組み④ 客数増

【対象商品の前年同期比】 洋菓子「レモナック」

年間販売点数
100万個達成
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月5回来店客数
（単位：万人）

ダウンロード数
（単位：万件）

月間5回以上来店者 累計ダウンロード数

DL数
22万件

DL数
35万件

2020年2月期の取り組み⑤ デジタル化の推進

「イオン九州公式アプリ」 累計ダウンロード数35万件突破



ペット＆園芸用品強化

2020年2月期の取り組み⑥ 専門店化の推進

地域密着型ホームセンターの構築、サイクル専門店出店の推進

WIDE便サービスエリア拡大

サイクル専門店「イオンバイク」出店

電動、キッズの品揃え強化
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新型コロナウイルスの影響について（3月度速報値）

（3月度）売上前年同月比・既存比

衣料品の売上にはマイナス影響があるものの、
食料品・日用消耗品を中心に売上は前年同月を上回る。

前年同月比 既存比

GMS事業 93.3％ 92.4％

HC事業 106.2％ 107.9％

その他 111.9％ 100.2％

イオン九州計 94.8％ 93.9％



2021年2月期 業績予想について
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2021年2月期業績予想の
公表時期を延期いたします。

現時点では、新型コロナウイルスの感染拡大の
業績への影響を適正かつ合理的に算定することが

困難な状況にあります。
従って、新型コロナウイルスの終息の目途が立ち、
業績への影響を適正かつ合理的に算定することが
可能となった時点で速やかに業績予想を算定し、

配当予想とともに公表いたします。



本日発表の予想は、現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える
不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。

実際の業績等は、業況の変化等により、本資料の予想と異なる場合があります。

2020年2月期
ご清聴いただきありがとうございました。


